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秋の全国火災予防運動 期間：11月9日（土）～11月15日（金）

『守りたい　未来があるから　火の用心』
全国統一防火標語

箕面市防火作品 図画の部 防火協会長賞 入賞　（秋の防火ポスター 採用作品）
彩都の丘学園　6年　山本　遊

災害状況
10月1日現在

◆火災
◆救急
◆救助

…… 24件
…6,557件
……57件
〈箕面市内〉

箕面市PRキャラクター
滝ノ道 ゆずる

　

六
月
六
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
六
年
度
大
阪
府
危
険
物
安
全
大
会

に
お
い
て
、阪
急
バ
ス
株
式
会
社　

箕
面

森
町
出
張
所
様
が『
大
阪
府
知
事
感
謝

状
』を
、ア
サ
ヒ
ロ
ジ
株
式
会
社 

近
畿
圏

支
社 

南
茨

木
支
店 

箕

面
営
業
所
様

が『
公
益
財

団
法
人
大
阪

府
危
険
物
安

全
協
会
地
域

安
全
活
動
表

彰
』
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
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第
六
十
一
回 

定
期
総
会
報
告

第
六
十
一
回 

定
期
総
会
報
告

〇
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん（
順
不
同
）

◆
優
良
事
業
所
表
彰

•
髙
浦
石
油
株
式
会
社
　
箕
面
S
S

•
医
療
法
人
清
順
堂た

め
な
が
温
泉
病
院

•
株
式
会
社
北
摂
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
牧
落
店

•
ニ
ュ
ー
エ
リ
モ
ビ
ル

◆
優
良
防
火
管
理
者
表
彰

•
株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー
　
桜
井
駅
前
店

店
長
　
小
黒
　
慎
一
　
様

◆
優
良
危
険
物
取
扱
責
任
者
表
彰

•
有
限
会
社
箕
面
自
動
車
教
習
所

伊
村
　
義
則
　
様

◆
優
良
消
防
分
団
へ
の
感
謝
状
贈
呈

•
箕
面
市
消
防
団
　
芝
分
団

◆
優
良
消
防
団
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

•
箕
面
市
消
防
団
　
如
意
谷
分
団

吉
田
　
昌
弘
　
様

（
令
和
五
年
度
箕
面
市
消
防
団
分
団
長
会
幹
事
長
）

〇
新
役
員
の
ご
紹
介

◆
新
会
計
監
査

•
株
式
会
社
池
田
泉
州
銀
行 

箕
面
支
店

岸
本
　
様

◆
工
場
部
会 

常
任
理
事

•
箕
面
岩
井
木
材
株
式
会
社岩

井
　
様

〇
新
会
員
の
ご
紹
介

•
株
式
会
社
ウ
ィ
リ
ン
グ

岸
本
　
様

•
北
大
阪
急
行
電
鉄
株
式
会
社

奥
野
　
様

 

◆
火
災
予
防
事
業
の
推
進

一　

防
火
協
会
だ
よ
り
の
発
行
（
年
二
回
）

二　

会
員
事
業
所
に
対
す
る
消
火
器
の
購
入

　
　

助
成
、
詰
替
等
の
斡
旋

三　

防
火
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
及
び
貸
出

四　

防
火
作
品
の
募
集
・
表
彰

五　

優
秀
防
火
作
品
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
成

　
　

及
び
配
布

六　

み
の
お
Ｆ
Ｍ
放
送
「
タ
ッ
キ
ー
８
１
６
」
を

利
用
し
た
予
防
広
報
の
実
施

 

◆
教
養
研
修
の
実
施

一　

優
良
防
火
施
設
の
視
察
研
修
会
の
実
施

二　

防
火
・
防
災
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催

三　

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
の
受
講
助
成

四　

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備
講
習
会
の
受

講
助
成

五　

防
火
教
養
の
推
進
（
図
書
及
び
参
考
文
献
の

購
入
配
布
）

 

◆
優
良
事
業
所
等
の
表
彰

一　

優
良
事
業
所
の
表
彰

二　

優
良
防
火
管
理
者
等
の
表
彰

三　

優
良
危
険
物
保
安
監
督
者
の
表
彰

四　

消
防
協
力
者
の
表
彰

五　

そ
の
他
（
各
団
体
が
行
う
表
彰
に
対
す
る
会

員
事
業
所
の
推
薦
等
）

 

◆
地
域
防
火
・
防
災
の
推
進

一　

消
防
団
及
び
地
域
自
主
防
火
ク
ラ
ブ
等
の
事

業
に
対
す
る
助
成

二　
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化

三　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
の
普
及

協
力

 

◆
入
会
の
勧
誘

新
設
事
業
所
等
に
対
す
る
入
会
勧
誘

 

◆
そ
の
他

一　
（
公
財
）
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
事
業
へ

の
参
加

二　
「
箕
面
ま
つ
り
」
へ
の
参
画

三　

各
種
団
体
と
の
交
流

四　

協
会
関
係
者
の
慶
弔

五　

会
員
事
業
所
間
の
親
睦
推
進

令
和
六
年
度
事
業
計
画

　

令
和
六
年
五
月
二
十
四
日（
金
）、

「
第
六
十
一
回
箕
面
市
防
火
協
会
定
期

総
会
」を
大
江
戸
温
泉
物
語
箕
面
観

光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

木
田
会
長
の
開
会
挨
拶
で
は
、会
員

皆
さ
ま
に
協
会
事
業
各
般
に
わ
た
る
深

い
ご
理
解
・ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、

今
後
、さ
ら
に
自
主
防
災
の
輪
を
広
げ

る
た
め
の
ご
協
力
に
つ
い
て
お
願
い
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
木
田
会
長
、原
消
防
長
か
ら

市
内
の
優
良
事
業
所
及
び
優
良
防
火
管

理
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
後
、木
田
会
長
が
議
長
に
推
挙
さ
れ
、

議
案
の
審
議
に
入
り
、令
和
五
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
報
告
を
は
じ
め
、創
立

六
十
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
決
算

報
告
・
基
金
積
立
会
計
報
告
及
び
令
和

六
年
度
事
業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）に

つ
い
て
や
、箕
面
市
防
火
協
会
会
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
慎
重
な
る
審
議
を
さ

れ
た
結
果
、満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、新
た
に
役
員
に
就
任

さ
れ
た
方
々
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
協
会
顧
問
の
原
消
防
長

か
ら
、協
会
の
積
極
的
な
事
業
活
動
に

対
す
る
深
甚
な
る
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、上
島
市
長
な
ど
を
来
賓

に
お
迎
え
し
て
の
懇
親
会
を
開
催
し
、和

や
か
な
懇
談
の
中
、盛
会
の
う
ち
に
閉
会

し
ま
し
た
。

木田会長の挨拶

定期総会の様子

懇親会の様子
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「消防士制作」消防PR動画を作成!

消防車両を更新しました！
令和５年度  更新車両

水槽付消防ポンプ自動車

消防ポンプ自動車（小型水槽付）高規格救急自動車

☆お問い合わせ先☆　消防本部予防室 予防グループ　☎072‒724‒9995（直通）

フォロー＆いいね!
よろしくお願い
します!

☆お問い合わせ先☆　消防本部消防企画室　警備企画グループ　☎072‒724‒9997（直通）

　普段目にすることのない消防士たちの仕事や
活動の様子を少しでも多くの方に見てもらうこと
を目的に、消防ＰＲ動画を作成しました。
　箕面市公式YouTubeチャンネル、消防本部公式
Instagramで配信しています。
　Instagramでは、火災予防に関する情報や消防本部の
業務、取組、イベントなど様々な情報を発信していますの
で、ぜひフォロー＆いいね!をお願いします。

　消防本部では水槽付消防ポンプ自動車1台、消防ポンプ自動車（小型水
槽付）1台及び高規格救急自動車1台を更新整備しました。
　水槽付消防ポンプ自動車は、2,000ℓの水を積載し、消防水利のない山
間部や高速道路上でも多くの水を放水することができます。
　消防ポンプ自動車（小型水槽付）は、600ℓの水を積載した車両で、小型ボ
ディ特有の機動性を活かし狭隘な道路でも進入し活動ができます。
　高規格救急自動車は、救命処置に必要な除細動器などを積載しており、
令和5年度からは全ての高規格救急自動車に自動心臓マッサージ器を積載
しました。
　この更新した車両を箕面市消防本部の新たな戦力として、より一層消防
力の充実強化を図っ
ていきますので、引き
続き、消防活動への
ご理解と救急車の適
正利用にご協力をお
願いいたします。

消防本部からのお知らせ
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令和6年 上半期（１月～６月） 消防概況 （箕面市管内）令和6年 上半期（１月～６月） 消防概況 （箕面市管内）

救急安心センターおおさか
　急な病気やけがをしたときに、「救急車を呼んだ方がいい？」「病院に行っ
た方がいい？」「応急手当の方法は？」「近くの救急病院はどこ？」など迷った
ときは、「救急安心センターおおさか」へ電話してください。
　電話番号は「♯７１１９」（つながらない場合は「０６－６５８２－７１１９」）です。
　「救急安心センターおおさか」は、相談員・看護師が医師の支援体制のも
と、２４時間３６５日、病気やけがの緊急性の判断や応急手当、適切な救急病
院の案内について対応しております。緊急性のある場合にはセンターから
最寄りの消防署へ電話を転送し、そのまま救急車を呼ぶことができます。

☆お問い合わせ先☆
　消防本部消防企画室 救急企画グループ　☎072‒724‒9009（直通）

　火災件数は17件で、昨年上半期
（15件）と比べ2件増加しており、おお
むね10日に1件の割合で発生したこと
になります。また、火災により4名の方が
負傷されています。
　判明している火災原因は、電気関
係、たばこ、焚き火、火遊び及び放火
の疑いとなっています。

　救急件数は昨年上半期（３，９７４
件）と比べ２４５件増加しており、１日あ
たり約２３件の割合で救急隊が出動し
たことになります。
　事故種別では、急病が最も多く、救
急件数の６２．９％を占めており、次に一
般負傷、転院搬送交通事故と続いて
います。

　救助件数は３２件で、昨年上半期
（１７件）と比べ１５件増加し、救助人
員は２０名で、昨年上半期（１９名）
と比べ１名増加しています。
　事故種別では建物等による事故
が２０件、機械による事故が３件と続
いています。

火災 17件
火災種別
  ◇建物火災   　 6件
  ◇林野火災   　 1件
  ◇車両火災   　 4件
  ◇その他の火災  　6件
 死　者          0 名
 負傷者  　　　       4  名
 損害額     　 137千円
　　　　　　　  ＊損害額調査中9件

救急 ４，２１９件
事故種別
  ◇ 急　　病　　   2,654件
  ◇ 一般負傷　　　　755件
  ◇ 転院搬送　　　　425件
  ◇ 交通事故　　　　252件
  ◇ そ の 他　　　　133件

  搬送人員　   3,954名

救助 32件
事故種別
  ◇ 建物等による事故  20件
  ◇ 機械による事故　　3件
  ◇ 火災（建物）　　　　1件
  ◇ 火災（建物以外）　　1件
  ◇ 水難事故　　　　　1件
  ◇ その他の事故　　　6件

  救助人員　     20名

消防本部からのお知らせ
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

防
火
作
品
入
賞
作
品
決
定

防
火
作
品
入
賞
作
品
決
定

一
　
広
報
活
動
の
実
施

　

消
防
車
両
に
よ
る
巡
行
宣
伝
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
・
立
看
板
・
の
ぼ
り
旗
・

ポ
ス
タ
ー
他
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、

火
災
予
防
を
広
報
し
ま
す
。

二
　
防
火
教
室
の
開
催

　

事
業
所
・
自
治
会
及
び
自
主
防
災
組

織
等
を
対
象
に
防
火
教
室
等
を
開
催
し
、

火
災
予
防
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
ま
す
。

三
　
立
入
検
査
の
実
施

　

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設
の
立

入
検
査
を
実
施
し
、防
火
安
全
対
策
の

徹
底
を
は
か
り
ま
す
。

四
　
防
火
作
品（
入
賞
及
び
入
選
作
品
）の
展
示

●
十
一
月
一
日（
金
）〜
十
一
月
七
日（
木
）

　

東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
十
一
月
八
日（
金
）〜
十
一
月
十
五
日（
金
）

　

箕
面
市
消
防
本
部　
一 

階
ロ
ビ
ー

※
展
示
会
場
と
も
展
示
初
日
は
午
後
か
ら
、展

示
最
終
日
は
午
前
の
み
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も「
一一
九
番
の
日
」の
十
一
月
九
日

（
土
）か
ら
十
五
日（
金
）ま
で
の
七
日
間『
守

り
た
い　

未
来
が
あ
る
か
ら　

火
の
用
心
』

を
全
国
統
一
防
火
標
語
と
し
、秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、箕
面
市
消
防
本
部
・
消
防
団
で

は
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
防
火
の
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、火
災
に
よ
る
死
傷

事
故
の
防
止
と
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
事
項
に
重
点
を
置
い
た
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

本
協
会
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
火
災

予
防
を
最
重
点
と
し
、消
防
本
部
・
消
防
団

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、火
災
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

消防本部の主な行事

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
防
火
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
総
数
一
，
二
〇
三
点（
図
画
・
一
八
八

点
、
習
字
・
一
，〇
一
五
点
）の
応
募
が
あ
り
、
力

作
ぞ
ろ
い
の
作
品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
賞
作

品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

図
画
の
部
に
つ
い
て
は
、
入
賞
作
品
の
中
か
ら

今
秋
と
来
春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
防
火
ポ

ス
タ
ー
採
用
作
品
二
点
を
選
出
の
上
、
本
協
会
で

防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
市
内
事
業
所
へ
送
付

い
た
し
ま
す
。

【
図
画
の
部
】

　
　
防
火
協
会
長
賞 

　

（
五
名
）

・
田　

中　

美　

愛
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

一
年
）

・
阿
比
野　

莉　

子
（
箕
面
市
立
箕
面
小
学
校　

二
年
）

・
齋　

藤　

奏　

汰
（
箕
面
市
立
箕
面
小
学
校　

五
年
）

・
森　
　
　

映　

月
（
箕
面
市
立
西
南
小
学
校　

三
年
）

・
山　

本　
　
　

遊
（
彩
都
の
丘
学
園　

六
年
）

　
　
消
防
長
賞
　
　
　
　
（
五
名
）

・
佐　

倉　
　
　

穂
（
箕
面
市
立
箕
面
小
学
校　

一
年
）

・
林　
　
　

一　

花
（
箕
面
市
立
西
南
小
学
校　

二
年
）

・
田　

中　

颯　

真
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

三
年
）

・
花　

山　
　
　

奏
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

四
年
）

・
阪　

上　

心　

柚
（
箕
面
市
立
中
小
学
校　

五
年
）

【
習
字
の
部
】

　
　
防
火
協
会
長
賞　

 

（
五
名
）

・
南　
　
　

友
梨
香
（
箕
面
市
立
萱
野
東
小
学
校　

一
年
）

・
秋　

津　

咲　

來
（
彩
都
の
丘
学
園　

二
年
）

・
苅　

谷　

日　

向
（
箕
面
市
立
南
小
学
校　

四
年
）

・
重　

田　

結　

莉
（
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
国
際
小
学
校　

四
年
）

・
黒　

山　

こ
と
み
（
箕
面
市
立
箕
面
小
学
校　

六
年
）

　
　
消
防
長
賞
　
　
　
　
（
五
名
）

・
片　

岡　

澄　

玲
（
箕
面
市
立
萱
野
東
小
学
校　

二
年
）

・
森　

田　

時　

匡
（
箕
面
市
立
南
小
学
校　

三
年
）

・
有　

馬　
　
　

優
（
箕
面
市
立
西
小
学
校　

五
年
）

・
石　
　
　

彩　

純
（
箕
面
市
立
萱
野
東
小
学
校　

六
年
）

・
城　

戸　

花　

音
（
彩
都
の
丘
学
園　

八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

●
秋
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
品（
表
紙
に
掲
載
）

　
　
彩
都
の
丘
学
園
　
六
年　

山
本
　
遊

●
春
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
品

　
　
箕
面
市
立
西
小
学
校
　 

四
年　

花
山
　
奏

審
査
員
所
感

（
図
画
の
部
）

　

今
年
の
夏
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
る

酷
暑
日
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん
な
暑
さ
に
も
負
け
ず
、防

火
作
品・図
画
の
部
に
応
募
し
て
く
れ
た
児
童・生
徒
の
み

な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。1
8
8
枚
す
べ
て

の
作
品
、１
枚
１
枚
を
ニコニコ
し
な
が
ら
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
会
に
携
る
の
は
今
年
で
6
年
目
に
な
り
ま

す
。作
品
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と「
す
て
き
な
出
会
い
」

が
で
き
る
、こ
の
審
査
会
を
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。防
火
作
品
の
応
募
に
つ
い
て
は
、夏
休
み
の
自
由
研
究

の
課
題
と
し
て
先
生
に
紹
介
さ
れ
た
り
、あ
る
い
は
お
う
ち

の
人
に
勧
め
ら
れ
た
り
、ま
た
毎
年
こ
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

取
り
組
み
応
募
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。こ
の
暑
い
夏
休

み
、本
当
に
よ
く
が
ん
ば
って
く
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、

そ
の
年
齢
な
ら
で
は
の
防
火
に
対
す
る
様
々
な
考
え
を
絵

の
具
や
ク
レ
パス
な
ど
に
置
き
換
え
工
夫
し
て
絵
で
表
現
し

ま
す
。今
回
も
子
ど
も
ら
し
い
み
ず
み
ず
し
い
感
性
や
個

性
が
あ
ふ
れ
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。絵
を
通
し
た
子
ど

も
た
ち
と
の「
す
て
き
な
出
会
い
」が
毎
年
私
を
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　

酷
暑
だ
っ
た
と
は
い
え
、夏
休
み
は

子
ど
も
に
と
っ
て
特
別
で
す
。今
年
の
作
品
に
は
夏
の
強
烈

な
陽
ざ
し
に
負
け
な
い
明
る
い
色
や
子
ど
も
ら
し
い
お
お

ら
か
な
表
現
で
描
か
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
印
象
を
受
け

ま
し
た
。

　

絵
に
は
子
ど
も
た
ち
の
心
の
有
り
様
が
よ
く
現
れ
ま

す
。今
年
、描
か
れ
た
絵
か
ら
は
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
夏

休
み
の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
心
の
有
り
様
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、見
て
い
る
私
も
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。作
品
の
審
査

に
当
た
っ
て
は
、他
の
審
査
員
と
も
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

心
の
有
り
様
も
な
ぞ
り
な
が
ら
、そ
の
子
の
防
火
に
対
す

る
考
え
を
表
し
た
筆
や
ク
レ
パ
ス
の
跡
、使
わ
れ
て
い
る
色

合
い
か
ら
丁
寧
に
読
み
取
り
ま
し
た
。描
い
た
子
ど
も
の
気

持
ち
に
な
っ
て
そ
の
絵
を
眺
め
て
い
る
と
、夏
休
み
に
楽
し

そ
う
に
夢
中
に
な
っ
て
描
い
て
い
る
様
子
が
思
い
浮
か
び
、

審
査
を
し
て
い
て
も
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
幸
せ
な
時

間
で
し
た
。

　

今
回
の
入
賞
作
品
の
２
点
が
、今
秋
と
来
春
の
防
火
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
市
内
の
学
校
な
ど
各
所
に
掲
示
さ
れ
、子
ど

も
た
ち
や
一
般
の
み
な
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

我
々
審
査
員
が
感
じ
た
ワ
ク
ワ
ク
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。楽
し
み
に
待
って
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
、防
火

意
識
が
高
ま
り
、箕
面
市
が
今
以
上
に
安
全
安
心
な
街
に

な
る
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

箕
面
市
立
南
小
学
校　

校
長　

山
下
　
純

（
習
字
の
部
）

　
「
防
火
作
品
・
習
字
の
部
」に
応
募
さ
れ
た
小
学
生
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
、今
年
は
酷
暑
猛
暑
つ
づ
き
の
夏
休

み
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
素
晴
ら
し
い「
防
火
作
品
」

が
一
，〇
一
三
点
、寄
せ
ら
れ
て
、大
変
う
れ
し
く
あ
り
が

た
く
思
い
ま
し
た
。ど
の
作
品
も
元
気
よ
く
伸
び
伸
び

と
書
か
れ
て
い
て
、す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
熱
意
・
努
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
般
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
た
筆
づ
か
い
が

で
き
て
お
り
力
強
く
伸
び
伸
び
と
し
た
線
が
書
け
て
い

る
作
品
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
か
ら
皆
さ
ん
の
熱
意
や
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。そ
し
て「
書
の
も
つ
美
し
さ・
個
性
」を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。ど
の
作
品
も
す
ば
ら
し
く
入
賞
・
入
選
作

品
を
え
ら
ぶ
の
に
、非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。し

か
し
楽
し
く
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
賞・入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
全
般
的
に
気
に
な
っ
た
の
は「
学
校
名・学
年・名
前
」

も
ふ
く
め
た「
小
筆
」の
つ
か
い
方
で
す
。も
っ
と
も
っ
と
小

筆
の
練
習
を
し
て
く
だ
さ
い
。何
度
も
書
き
込
ん
で「
小

筆
」の
あ
つ
か
い
に
慣
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」と
い
い
ま
す
。習
字
が
上
達
す
る
た

め
に
は
普
段
か
ら
習
字
に
親
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。時

間
が
あ
れ
ば
筆
を
持
って
字
を
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
に
出
あ
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。併
せ
て「
防
火・防
災
」へ
の
意

識
が
、さ
ら
に
高
ま
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
西
書
道
院　

元
院
員　

新
貝
　
廣
ニ

（
元
箕
面
市
立
中
小
学
校
長
）
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協会事業所のご紹介

　

八
月
二
十
五
日（
日
）に
、箕
面
市
消
防

団
が
消
防
本
部
署
庭
で
水
防
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
訓
練
は
、台
風
や
大
雨

に
よ
っ
て
風
水
害
が
発
生
し
た
場
合
、水
防

活
動
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、水
防

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、消
防
団
員
1
3
4
名
が
参
加

し
、講
師
の
二
名
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
、

土
の
う
を
積
み
上
げ
る
水
防
工
法
の
説
明

を
受
け
た
後
、土
の
う
製
作
と
、土
の
う
積

み
の
実
技
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
土
の
う
の
作
り
方
、積

み
方
を
し
な
け
れ
ば
、水
防
の
効
果
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。参
加
し
た
消
防
団
員
の

箕
面
市
消
防
団

水
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
！

箕
面
市
消
防
団

水
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
！

　

六
月
六
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
六
年
度
大
阪
府
危
険
物
安
全
大
会

に
お
い
て
、阪
急
バ
ス
株
式
会
社　

箕
面

森
町
出
張
所
様
が『
大
阪
府
知
事
感
謝

状
』を
、ア
サ
ヒ
ロ
ジ
株
式
会
社 
近
畿
圏

支
社 

南
茨

木
支
店 

箕

面
営
業
所
様

が『
公
益
財

団
法
人
大
阪

府
危
険
物
安

全
協
会
地
域

安
全
活
動
表

彰
』
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、今
年
四
月
に
新
任

消
防
士
四
名
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

半
年
間
市
役
所
で
の
勤
務
を
行
っ
た

後
、こ
の
十
月
か
ら
三
名
が
大
阪
府
立
消

防
学
校
で
の
初
任
科
教
育
に
派
遣
さ
れ
、

ま
た
一
名
は
、消
防
署
に
て
勤
務
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
次
号
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
公
財
）大
阪
府

危
険
物
安
全
大
会
に

お
け
る
表
彰
に
つ
い
て

（
公
財
）大
阪
府

危
険
物
安
全
大
会
に

お
け
る
表
彰
に
つ
い
て

消
火
器
の
購
入
助
成

　

本
協
会
で
は
、事
業
所
内
で
の
消
火

器
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、次
の
と
お

り
購
入
助
成
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、詰
替
の

斡
旋
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
成
対
象
の
消
火
器（
Ａ
Ｂ
Ｃ
1
0
型

粉
末
消
火
器
）一
本　

二
，０
０
０
円

（
た
だ
し
、一
年
度
内
に
お
い
て
、会
費

一
口
に
つ
き
一
本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

◆
助
成
以
外
の
消
火
器（
Ａ
Ｂ
Ｃ
10
型

粉
末
消
火
器
）一本　

六
，八
九
０
円

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

箕
面
市
防
火
協
会
事
務
局 

　
☎
０
７
２
|
７
２
４
|
９
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
直
通
）

皆
さ
ん
は
、「
こ
の
土
の
う
は
、自
分
や
家

族
、地
域
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
土
の
う

だ
」と
い
う
気
持
ち
で
、熱
心
に
取
り
組
み
、

水
防
工
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

土
の
う
を
積
み
上
げ
て
浸
水
等
を
防
ぐ

水
防
工
法
は
、多
く
の
人
手
が
必
要
な
技

術
で
す
。過
去
に
は
、箕
面
市
内
で
も
実
際

に
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、

多
く
の
消
防
団
員
が
土
の
う
積
み
を
行
い
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
ま
す
。

　

訓
練
を
終
え
た
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

は
、台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
風
水

害
に
対
し
て
、本
日
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
き
た
い
と
言
って
お
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日（
日
）箕
面
市
消
防
本
部

　

新
任
消
防
士
紹
介

新
任
消
防
士
紹
介

協会事務局からのお知らせ

　当社は大正15年の創業以来、一貫して高品質な作業手袋・作業靴下の
製造販売を目指し、常に業界をリードしつつ着実な成長を遂げて参りまし
た。そして今、作業関連の周辺のグッズの開発強化による商品力と、豊富
な経験から築き上げた独自のネットワークを駆使し、さまざまな業界に信
頼のおたふく商品をお届けしています。




